
令和6年度

医療安全管理室
主催の研修



第2回医療安全管理研修

視聴結果は、全職員数6６３名

期間内視聴者数は6４１名で

9７.０%
アンケート回答者は４６３名

回答率 ６９．８％

「ヒューマンエラーはなくならない」
インシデント報告をすることの
重要性を再認識できた

医療メディエーションについて
興味深く聴けた

重要性を学ぶことができた
等の感想が聞かれました

医療安全管理室へのご意見・提案や
医療安全管理研修会で取り上げて欲しい「テーマ」

等を聞きました

委託職員研修
委託職員：217名/217名中

１００％

第1回医療安全管理研修



ISBARC研修会
良好なコミュニケーションが患者の安全を守る
ISBARC（SBAR）を使って報告してみよう！

2024年
7月18日（木）開催

今年度も
秦皮膚科部長を
講師に研修会を
開催しました

医療安全作業部会の
ISBARCチームと

セーフティマネージャー
4名に協力して協力依頼

研修医：8名
看護師：20名

コ・メディカル：8名
事務：2名
合計38名
多職種での
研修会でした

講義・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸでは
和気藹々と
実施されました



３東急変対応研修会
2025年
2月12日

急変時には
すべての
病院職員が
適切に対応
できるよう
研修会や
スキルアップ
トレーニングを
実施しています



今年度は
BLS集合研修を5回
（7月26日・9月12日・
10月17日・12月12日
2025年3月13日）

実施し
医師・看護師
コ・メディカル
事務

看護補助者
168名が研修に
参加しました

病院に勤務する職員
に対し

１回以上/2年
の研修参加を推奨
されています

参加できるよう工夫し
企画・開催していきます

BLS



10月3日はハイリスク薬の日
毎年恒例の医薬品安全管理研修会

「10月3日はハイリスク薬の日」
「インシデント報告から対策を考えよう」

講師：近藤昌子薬剤部長
今年度は

日本医療安全調査機構の
提言動画

「インスリンバイアル製剤による
死亡事例をセロにするために」

も視聴しました

＜動画研修視聴者＞

看護師：334名/(336名中 )：99％
医師：36名（38％↑）

昨年度よりも30％UP!

薬剤師：17名
コ・メディカル：62名
事務系：18名

合計： 467名/(641名中 )
７３％



第2回医療安全管理研修

第2回医療安全管理研修

今年度も
日本医療機能評価機構 PSP教育動画

の視聴です
７つのテーマから
自分で選択して

1つ以上視聴をお願いしました
１００％の必修研修でした

視聴結果は、全職員数652名

視聴者数は652名で

100%
アンケート回答者は5７２名で

回答率は８５％
今回も視聴した職員からは

自分でテーマを選択できる形式がよかった
とてもよい内容だった との声が多かったです

委託職員に対しては
職員間のコンフリクト・マネジメントについて
資料を配付し研修受講してもらいました

委託職員：219名/219名中
１００％

必修



研修
2025年3月8日（土）

シニアインストラクター

講師：春日道也先生
インシデント・アクシデント報告事例において
ImSAFER分析手法を用いて再発防止策を立案
できることを目的に毎年開催しています

集合研修で3１名の多職種のみなさんに参加していた
だきクループワークをしました

研修後アンケートを実施しましたが
ほぼ全員の受講生が「期待通りの研修でした」「研修
内容を理解できました」「今後の活動に活かせると思い

ます」と回答してくれ、とても好評でした

※研修報告以外でこちらの画像は使用しないでください。



第19回 医療の質・安全学会学術集会で発表してきました
2024年11月２９日・30日：パシフィコ横浜 ノース

臨床工学科技士長・専従医療安全管理者の２演題発表しました。臨床工学科技士長は（口演）「生体情報モニタアラームへの適切な対
応に向けた取組～テクニカルアラームの低減に向けて～」、今回の学会で多く取り上げられていたモニターアラームに関する演題で、た
くさんの聴講者の中で立派に発表しました。
専従医療安全管理者は（デジタルポスター発表）「多職種のセーフティマネージャー・所属長と共に実施した院内相互チェックラウンド
の成果～よいことはなんでも活用！楽しく取り組む！～、
緊張しましたが、よい経験になり、医療安全に関する新しい情報も得てきました。



当院を受診されるみなさまに
安心・安全な医療を提供できるよう
職員の知識・技能を高められる
研修を企画・開催していきます

市民のために 共に歩む病院

沼津市立病院
医療安全管理室


